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1. はじめに

近年、SNS を介する誹謗中傷が社会問題となっている。

特に学校現場では、学校に関する話題が交わされる裏サイ

ト等で誹謗中傷が起こり、いじめに発展する事例もある。

本研究では、上記状況に鑑み、SNS 上での誹謗中傷行

為の分析とその対策方法を検討する。より具体的には、

SNS の主要サービスのひとつである Twitter をベースに「つ

ぶやき」からみられる誹謗中傷の構造を見える化する。 

２. 関連研究

SNS上の誹謗中傷に関する研究として、誹謗中傷行為

の発生条件に関する研究[1]や深層学習を用いて問題発

言を評価する研究[2]等がある。 

３. 誹謗中傷データの分析

3.1. 共起ネットワーク分析 

予期せぬ事象は、無自覚のうちに起きる場合がある。そ

こで注意すべき語もわかれば、より安心できるのではないか

と考え誹謗中傷に関する Tweetデータを収集し、KH Coder 

[3]を利用して単語関係の可視化を試みた。KH Coderでは、

特徴語同士の共起関係をネットワーク図にすることができる。

なお、共起ネットワークでは、特徴語同士の繋がりの強さを

式 1で定義される Jaccard係数で表す。 

  集合𝐴、𝐵に対し、𝐽(𝐴, 𝐵) =
𝐴 ∩ 𝐵

𝐴 ∪ 𝐵
Jaccard係数は、2つの集合に含まれている要素の内、共

通要素が占める割合を表し、係数が大きいほど共起した二

つの単語の関係性は「近い」と判断する。図 1は、Yahoo リ

アルタイム検索[4]で「死ね」というキーワードで集めたデー

タ 55件を Jaccard係数 0.2で共起ネットワーク分析させた

結果である。少ない Tweetデータからでも共起ネットワーク

分析を行うことにより、つぶやかれている誹謗中傷の対象が

「社会」「学校」「オリンピック」というグループに分けられるこ

とがわかった。なお、大量のデータを用いると話題が発散し、

逆に共起関係が見づらくなることも分かった。

3.2. 発言者間の相関分析

さらに本研究では、発言者間の相関関係を分析した。ま

ず、SNS上から一つの投稿に対して多くの人がコメントをし

ている 8つのシナリオのデータを収集し整理した。その結果、

発言者間では、大きく“攻撃的な内容”，“忠告的な内容”、

“擁護的な内容”、“その他”に分かれることがわかった。さら

に攻撃的な内容にも強弱があり、“失望”，“煽り”、“批判・

反論”があることがわかった。同様に忠告的な内容や擁護

的な内容にも強弱があり、それぞれ「“補足・疑問・勝手な

解釈”、“提案・要望”、“正義感の押し売り”」「“同情”、“賛

同”、“尊敬”」があることがわかった（表 1）。図 2は、「発信

者が元交際相手の行動を批判したところ、第三者たちが賛

同し、一方的な攻撃状況になっている」例である。 

図 1 共起ネットワーク分析結果 

表 1 コメント分類指標 
大分類 中分類 (強度） 

攻撃的内容 

失望 (小) 

煽り (中) 

批判・反論 (大) 

忠告的内容 

補足・疑問・勝手な解釈 (小) 

提案・要望 (中) 

正義感の押し付け (大) 

擁護的内容 

同情 (小) 

賛同 (中) 

尊敬 (大) 

その他 
脱線 

ひとりごと 

図 2 相関関係図例 
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